
岐阜県博物館協議会の概要 

 

 岐阜県博物館協議会は、博物館法及び岐阜県博物館条例に基づいて設置されている機関で、

岐阜県博物館長の諮問に応じるとともに、館長に対して意見を述べる機関です。岐阜県博物館

協議会の委員の任期は２年間で、令和４年９月２４日から令和６年９月２３日までです。 

 

岐阜県博物館協議会委員名簿 

                                        （令和５年１月１日現在） 

氏 名 役職名等 

    有賀 信彦    中日新聞岐阜支社長 

    太田 朋代  岐阜県ＰＴＡ連合会子育て委員 

春日井 恵子 大垣市立静里小学校校長 

亀谷 みゆき 朝日大学経営学部教授 

    河井 洋子  中部学院大学・中部学院大学短期大学部附属 桐が丘幼稚園長 

    幸脇 晴美  公募委員  

    清水 啓子    岐阜県博物館サポーター 

    杉山  博文    岐阜女子大学理事長 

    鈴木 薫    ＮＨＫ岐阜放送局長 

    須山 知香    岐阜大学教育学部准教授 

    高木 俊徳     岐阜新聞社取締役事業戦略局長  

    古川 秀昭     前岐阜県美術館長  

                                                 （五十音順・敬称略） 

 

令和４年度岐阜県博物館協議会開催概要 

 

◇開催日時  令和４年１２月１５日（金）  午後２時３０分～午後４時 

◇開催場所  岐阜県博物館 講堂 

◇会議内容                                                     

○次第 

（１）岐阜県博物館の現状と実績について 

（２）議題：これからの岐阜県博物館 ─改正博物館法の成立を踏まえて─ 

（３）その他（報告事項）：令和５年度の特別展・企画展計画について 

○主な意見 

・オンラインの導入について、リアルを体験するための呼び水として推進することは正しい

流れ。博物館として、魅力的な発信ができれば「博物館に行こう」といった流れをつくる

ことができる。 

・博物館の魅力度を向上させるために、タイトルや展示方法の工夫をさらに重ねてほしい。 

・県内各地の魅力に光をあてつつ、岐阜のすばらしさを各地域の人々に伝えてほしい。 

・博物館の学芸員が調査研究において、他の機関と連携し大きな成果をあげていることは、

すごいこと。今回の博物館法の改正にも打ち出された方向に通じる。 

 

 


